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研究の背景及び目的

和漢薬に含まれる薬用植物は有用な天然物を産生するが、
その生合成経路は多くが未解明である。従来の配列相同性
検索では発見できない酵素が多数存在する。本研究では
AIと情報科学ツールを統合したパイプラインを構築し、
ゲノム・エピゲノム・RNA-seqデータを組み合わせて、
薬用植物における特殊代謝産物の生合成遺伝子を
系統的に探索・同定することを目的とする。

期待される効果・応用分野

薬用植物の生合成遺伝子を効率的に同定することで、
天然薬物の生産性向上や新規医薬品の開発が期待される。
AI活用により従来法では不可能だった未解析種への
大規模解析が可能となる。本パイプラインはアルカロイド・
テルペノイド・サポニン等の高価値化合物の探索に応用でき、
植物工学・創薬分野への波及効果も大きい。

■ 共同研究・特許など
共同研究・技術移転について応相談。
ゲノム・トランスクリプトーム解析の受託解析も可能。
AI活用による天然物生合成経路解明に関心のある
製薬・バイオ企業との連携を歓迎します。
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